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「
東
京
美
術
学
校
規
則
」

制
服
、
制
帽

制
服
、
制
帽
の
制
定
に
つ
い
て
は

「
韮
明
治
四
十
四
五
i

肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
害
類
虹
務
」
（
「
明
治
四
十
四
年
一
月
廿
五
日

焼
失
二
付
新
調
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

別
冊
規
則

解

説

112
頁
所
載
）
参
照
。

本
年
一
月
ョ
リ
十
二
月
二
至
ル
本
校
二
於
テ
出
納
セ
シ
紐
費
仕
払
高
及
諸
収
入

等
左
記
ノ
如
シ
其
出
納
細
目
ハ
會
計
年
度
報
告
二
詳
摯
ス

続
費
仕
払
高

一
金
壱
萬
九
千
六
百
四
拾
壱
円
四
拾
五
銭
八
厘

諸
収
入
高

一
金
賦
千
八
拾
九
円
九
拾
五
銭
壱
厘

収
入
金
ノ
内
仕
払
高

一
金
戴
百
参
円
参
拾
九
銭
五
厘

本
年
中
新
二
購
入
セ
シ
園
書
類
ハ
六
巻
二
幅
九
拾
壱
冊
十
二
枚
ニ
シ
テ
其
債
格

ハ
金
百
四
拾
円
三
拾
九
銭
五
厘
ナ
リ
又
標
本
類
ハ
八
百
九
拾
五
個
ニ
シ
テ
其
代

債
ハ
金
百
賦
拾
八
円
煎
拾
五
銭
ナ
リ
又
理
學
器
械
ハ
九
種
ニ
シ
テ
其
代
債
金
百

五
拾
五
円
四
拾
六
銭
爪
厘
ナ
リ

書
籍
器
械

紐

費
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合
す 灘ニニ
0
 
叉
字
令
も
ざ
寛

内
町
紫
色
主
賃

級
今
己

制
帽
は
黒
色
の
羅
紗
゜
袴
は

し
は
鉄
色
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
が
、
雑
誌
の
記
事

膏
、
ル

等
で
は
海
藻
色
の
羅
紗
な
い

益
J

の
カ
シ
ミ
ヤ
で
あ
っ
た
と
言

生
徒
の
制
服
は
オ
リ
ー
ブ
色

わ
れ
る
。
ま
た
、
溝
口
は

は
茶
色
と
記
さ
れ
て
い
る
。

森

有

橙

殿

第
二
十
一
琥

鴬
校
生
徒
ノ
儀
入
學
巴
来
可
成
教
消
上
紀
律
ヲ
格
守
七
シ
メ
ソ
カ
為
メ
一
定
ノ
服
帽
ヲ

着
用
為
致
度
且
又
教
員
職
員
ノ
俊
モ
申
合
セ
一
様
ノ
服
帽
ヲ
着
用
候
様
為
致
度
別
紙
闘

面
両
様
相
添
此
段
上
申
候
也

明
治
二
十
二
年
二
月
八
日

東
京
芙
術
学
校
長
事
務
取
扱

文
部
大
臣
干
爵

（
第
二
十
一
号
文
書
別
紙
）

色
、
材
質
等
に
つ
い
て
の
細
則
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
回
卒
業
生
溝
口
宗

文
に
よ
れ
ば
、
校
長
（
岡
倉
覚
―
―
-
）
の
服
は
地
紋
（
高
屋
肖
哲
は
、
黒
色
や
純
色
の
紫

た
ち
わ
き

に
立
涌
の
模
様
が
つ
い
て
い
た
と
言
っ
て
い
る
）
の
あ
る
黒
緞
子
で
、
岡
倉
は
こ
れ
を

着
て
海
豹
の
皮
の
靴
を
履
き
、
馬
に
乗
っ
て
得
意
満
面
だ
っ
た
と
い
う
。
「
岡
倉
天
心

銅
像
」
（
本
学
構
内
）
の
服
装
は
、
平
櫛
田
中
が
溝
口
宗
文
が
着
た
制
服
（
生
徒
用
）

を
参
考
に
し
て
作
っ
た
。
次
に
教
職
員
用
の
制
服
は
葡
萄
色
の
綾
織
羅
紗
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、
色
に
つ
い
て
は
当

（
海
老
）

時
の
雑
誌
に
ェ
ビ
色
な
い
し

様

濱

尾

新

茶
系
統
の
色
で
あ
っ
た
と
思

後- す
門

制
服
の
形
は
朋
腋
に
近
く
、
制
帽
は

い
っ
て
い
る
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
種
の
ス
カ

ー
ト
の
ふ
く
れ
た
よ
う
な

も
の
（
高
屋
肖
哲
は
指
貫
で
あ
っ
た
と

折
烏
帽
子
形
で
、
非
常
に
風
変
わ
り
な

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
制
服
、
制
帽
の
由
来
に
つ
い
て

は
今
泉
雄
作
が
「
東
京
美
術
学
校
回
顧

談
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』

第
十
八
巻
第
五
号
。
大
正
八
年
十
月
）

の
中
で
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
岡
倉
覚
―
―
―
は
東
京
美
術
学
校
の
存

在
が
一
度
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
変
わ
っ

た
服
装
を
あ
れ
こ
れ
と
考
え
た
末
、
今

泉
と
謀
り
、
国
粋
保
存
の
主
義
か
ら
し
て
も
興
福
寺
に
あ
る
野
見
宿
禰
嘗
麻
蹴
速
の
画

像
を
も
と
に
し
て
作
る
こ
と
に
決
め
、
奈
良
の
装
束
屋
に
持
え
さ
せ
た
と
い
う
。
た
だ

し
、
溝
口
宗
文
も
由
来
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
司
法
大
臣
山
田
顕

義
が
裁
判
官
や
弁
護
士
の
制
服
を
定
め
る
際
に
、
黒
川
真
頼
に
依
頼
し
、
そ
の
結
果
、

古
典
に
基
、
つ
い
て
考
案
さ
れ
た
閑
腋
に
黒
羅
紗
の
折
烏
帽
子
形
の
も
の
に
決
定
し
た
の

で
あ
る
が
、
東
京
美
術
学
校
の
制
服
、
制
帽
は
そ
の
直
後
に
、
や
は
り
黒
川
案
を
岡
倉

が
採
用
し
て
決
定
し
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
制
服
、
制
帽
は
外
神
田
の
装
束
屋
で
招

え
た
と
も
言
っ
て
い
る
。

制
服
が
で
き
上
が
っ
た
の
は
制
服
制
定
の
三
日
後
、
す
な
わ
ち
紀
元
節
の
日
で
、
折

り
し
も
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
当
日
で
あ
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
も
官
立
学
校
の
一

っ
と
し
て
宮
城
正
門
外
の
祝
賀
の
列
に
加
わ
っ
た
が
、
こ
の
異
様
な
服
装
を
し
、
こ
れ
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制 服 表地毛綾轍暗灰色

凝地絹紐子淡青色

（茨城大学五浦美術文化研究所蔵）

木村武山沼用

制

0
岡
倉
氏
の
美
術
服

此
日
〔
第
三
回
内
国
勧
菜
博
覧
会
開
会
式
ー

帽

い
る
。

香川勝広沼用

ま
た
風
変
わ
り
な
錦
襴
の
校
旗
を
立
て
て
進

、'／

む

一
団
は
非
常
に
目
立
ち
、
観
衆
を
驚
か
せ

蔵館

た
。
岡
倉
i

比
三
や
今
泉
雄
作
ら
は
、
こ
う
な

料硲

る
こ
と
を
計
箕
に
入
れ
て
前
々
か
ら
制
服
の

術芸

調
達
に
好
手
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

学本（
 

な
る
席
に
も
幽
々
と
こ
れ
を
沼
て
出
席

し

て
、
当
時
の
新
聞
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

た
。
そ
の
姿
は
余
程
際
立
っ
て
い
た
と
み
え

岡
倉
党
三
は
こ
の
制
服
を
愛
用
し
、
い
か

編
者
註
〕
玉
座
の
左
り
に
常
り
各
店
等
官
の
輝
き
渡
れ
る
大
杞
服
の
餌
中
に

一
個
の
巽

丈
夫
あ
り
列
席
の
指
目
皆
な
注
い
て
此
に
集
ま
る
此
人
の
風
俗
如
何
と
見
て
あ
れ
ば
胴

よ
り
上
は
朝
鮮
人
の
如
く
腰
よ
り
下
は
日
本
人
の
如
く
平
常
美
術
服
折
衷
服
な
ど
云
ヘ

る
新
奇
の
服
装
を
見
恨
れ
ぬ
出
品
人
等
は
袖
ヒ
キ
合
て
怪
み
厨
り
湖
鮮
と
日
本
の
間
の

子
な
ら
ん
杯
ヒ
ソ
メ
キ
合
る
も
可
笑
し
足
れ
例
の
美
術
駆
校
幹
事
岡
倉
党
三
氏
に
し
て

其
古
風
に
し
て
異
様
な
る
出
品
人
中
の
チ
ョ
ソ
箭
先
生
と
相
到
し
て

一
双
の
奇
観
を
呈

せ
り
1

下
略
I

（
『
朝
野
新
聞
』
明
治

+
――一年
＝
一月
二
十
七
日
）

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
目
立
つ
制
服
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
は
少
な
か
ら
ず
当
惑
し
、

あ
る
い
は
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
卒
業
生
の
回
想
記
に
は
よ
く
そ
の
話
が
出
て

く
る
。
横
山
大
観
も
『
大
観
画
談
』
の
中
で

確
か
、
明
治
二
十
二
年
の
憲
法
猿
布
の
時
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ひ
ま

す
。
あ
の
美
術
煤
校
の
校
服
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
司
法
官
の
法
服
と
同
じ
し

き
の
、
奈
良
朝
そ
の
ま
ま
の
や
う
な
校
服
で
し
た
。
私
ど
も
も
あ
れ
を
行
て
、
二
重

橋
前
の
憲
法
焚
布
の
式
典
に
参
加
し
た
も
の
で
す
が
、
大
尿
の
人
や
世
間
の
者
が
、

何
か
異
様
の
感
を
以
て
見
て
を
り
ま
し
た
。
私
は
た
だ
校
則
に
従
っ
て
苅
て
を
り
ま

し
た
も
の
の
、
往
来
な
ん
か
歩
い
て
ゐ
る
と
、
人
が
奇
異
な
目
で
じ
ろ
じ
ろ
と
見
廻

す
の
で
、
氣
の
小
さ
い
者
に
は
で
き
る
藝
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
左
記
の
高
村
光
雲
の
回
想
記
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
教
師
と
て

も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

開
校
営
時
の
服
装
は
岡
倉
先
生
が
慈
を
凝
し
て
天
平
風
の
曲
腋
か
ら
形
を
考
案
し
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3

学
術
研
究

五
月
）

ま
し
た
。
そ
れ
が
恰
度
鎌
足
公
然
と
し
て
居
っ
た
為
一
般
人
は
外
國
人
と
早
の
み
込

み
を
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
明
治
廿
二
年
二
月
憲
法
稜
布
の
際
錦
襴
の
校
旗
を
推
立

て

A行
列
を
し
た
時
は
支
那
人
か
朝
鮮
人
か
確
か
に
異
國
人
に
違
い
無
い
と
評
さ
れ

ま
し
た
。
又
職
員
や
生
徒
が
上
野
の
山
へ
制
服
で
行
き
出
し
ま
す
の
で
上
野
の
方
に

は
異
人
屋
敷
で
も
あ
る
様
に
想
は
れ
ま
し
た
。
道
を
歩
い
て
居
る
と
伸
夫
が
異
人
あ

つ
か
ひ
に
し
て
「
私
。
何
錢
。
行
き
ま
す
」
と
云
っ
た
口
調
で
や
っ
て
末
ま
す
。
私

が
夏
暑
い
日
に
日
本
橋
の
近
傍
で
扇
を
使
ひ
な
が
ら
歩
い
て
居
ま
す
と
通
行
人
が
私

を
見
て
「
異
人
が
日
本
の
扇
を
使
っ
て
居
る
」
と
云
つ
て
囃
し
立
て
ま
し
た
。
然
し

月
日
の
過
ぎ
る
に
従
っ
て
美
術
學
校
の
制
服
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
末
ま
し
た
。
其

後
何
年
後
で
あ
り
ま
し
た
か
西
洋
盟
科
が
出
末
て
其
影
響
の
為
今
日
の
制
服
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

（「
回
旧
談
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第
一
号
。
大
正
十
年

岡
倉
覚
三
は
教
官
の
古
美
術
研
究
を
奨
励
し
、
着
任
早
々
の
高
村
幸
吉
（
光
雲
）
と

結
城
正
明
を
奈
良
に
派
遣
し
た
。
『
高
村
光
雲
懐
古
談
』
（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
。

新
人
物
往
来
社
）
に
は
こ
れ
が
光
雲
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
奈
良
見
物
で
あ
り
、
旅
費

百
六
十
幾
円
か
を
支
給
さ
れ
、
結
城
正
明
と
と
も
に
横
浜
か
ら
汽
船
で
神
戸
へ
行
き
、

そ
こ
か
ら
奈
良
と
京
都
を
回
っ
て
古
美
術
を
見
学
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
制

服
を
着
け
て
出
か
け
た
ら
し
い
。
日
程
は
未
詳
で
あ
る
が
、

「法
隆
寺
明
治
廿
爪
歳
曳

附
」
に

「
〔
三
月
〕
廿
二
日
東
京
美
術
学
校
幹
事
岡
倉
覚
三
氏
ノ
添
書
ニ
テ
東
京
美
術
学
校
授

教
員
結
城
正
明
高
村
光
雲
ノ
両
氏
来
詣
有
之
金
壱
園
被
相
備
候
事
」

4
 

と
そ
の
足
跡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
光
雲
の

「
奈
良
の
彫
刻
物
を
観
て
」
（
『
国
華
』
第

二
号
。
明
治
二
十
二
年
十
一
月
）
は
こ
の
旅
行
の
報
告
書
に
あ
た
る
も
の
で
、
見
学
し

た
仏
像
を
五
種
に
分
け
て
論
じ
、
最
後
に
結
論
と
し
て
彫
刻
に
対
す
る
考
え
方
の
一
斑

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
試
に
年
代
を
以
て
之
を
評
せ
ん
に
奈
良
の
古
彫
刻
は
形
を
宜
物
に
取
り
運
す
に
作

者
の
意
匠
と
想
像
と
を
以
て
す
故
に
其
製
作
物
は
品
格
甚
高
く
し
て
卑
俗
な
ら
す
梢

下
る
に
及
ひ
て
は
撲
よ
り
華
に
入
り
粗
よ
り
密
に
移
る
鎌
倉
時
代
に
及
ひ
て
は
大
に

進
歩
し
た
り
或
は
高
雅
を
以
て
長
し
或
は
精
緻
を
以
て
優
る
而
し
て
各
其
獨
長
の
技

術
あ
り
今
日
に
及
ひ
て
は
徒
ら
に
前
人
の
様
に
依
て
胡
薦
を
招
く
に
止
ま
り
更
に
新

意
を
創
出
し
て
前
人
の
外
に
立
つ
能
は
す
是
れ
其
終
身
刻
霊
し
て
党
に
前
人
に
勝
つ

能
は
さ
る
所
以
な
り
夫
れ
近
人
は
奈
良
を
以
て
絶
代
の
美
術
の
標
範
と
な
す
而
し
て

古
人
は
則
今
人
の
奉
し
て
以
て
標
範
と
な
す
奈
良
を
造
る
古
今
相
去
る
亦
甚
し
き
か

な
蓋
し
日
本
彫
刻
は
其
種
類
と
其
年
代
と
に
拘
は
ら
す
一
般
に
活
動
の
趣
致
あ
る
を

以
て
目
的
と
す
故
に
之
に
到
す
る
と
き
は
精
采
突
々
と
し
て
人
に
迫
ま
り
一
刀
一
刻

の
あ
ひ
た
風
情
掬
す
へ
し
彼
の
解
剖
の
順
序
に
よ
り
骨
學
の
規
則
に
拘
り
眼
口
指
爪

の
細
に
至
る
ま
て
唯
其
真
に
近
き
を
求
め
形
似
を
以
て
長
を
誇
る
か
如
き
に
至
り
て

は
抑
亦
末
の
み
登
に
言
ふ
に
足
ら
ん
や

な
お
、
本
年
八
月
の
橋
本
雅
邦
、
川
端
玉
章
の
京
都
出
張
も
右
と
同
じ
趣
旨
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
回
生
徒
募
集

第
二
回
目
の
生
徒
募
集
も
前
回
同
様
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
受
験
し
た

新
納
忠
之
介
は
後
年
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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自
分
が
十
八
オ
の
時
、
故
床
次
竹
二
郎
氏
（
大
臣

・
東
京
市
長
等
を
し
た
政
治

マ
マ

家
）
の
巌
父
床
次
精
一
一
一
氏
の
隣
家
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
人
に
箱
盟
を
習
っ
た
の
が
美

術
へ
志
す
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
美
校
で
生
徒
寡
集
の
あ
る
事
を
知
っ
た
の

で
自
分
も
受
瞼
し
た
。
試
験
の
學
科
に
は
國
語
に
つ
れ
人
＼
草
の
一
節
の
解
説
が
出

た
。
自
分
は
そ
の
時
ま
だ
つ
れ
人
＼
草
を
知
ら
な
か
っ
た
。
漢
文
は
白
文
訓
貼
、
敷

學
も
あ
っ
た
。
歴
史
に
は
妙
に
む
づ
か
し
い
問
題
が
出
て
、
た
し
か
日
光
廟
建
立
の

紐
緯
、
南
北
朝
の
結
末
と
云
っ
た
様
な
も
の
だ
っ
た
と
思
ふ
。

宜
技
に
は
た
し
か
支
那
の
美
少
年
が
爪
の
垢
を
と
つ
て
ゐ
る
盟
が
手
本
と
し
て
出

さ
れ
、
そ
れ
を
烏
の
子
紙
に
臨
狙
す
る
の
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
原
蓋
は
多
分
、
元
時

代
の
他
錢
選
筆
桓
野
王
岡
で
あ
ら
う
。
）
ま
あ
そ
ん
な
風
で
、
自
分
は
別
段
受
験
準
備

と
云
っ
た
様
な
事
も
し
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
も
の
か
と
思
っ
て
痰
表
の
日

に
行
っ
て
見
る
と
、
自
分
の
名
前
も
出
て
ゐ
た
。
而
も
大
部
終
り
の
方
に
。
呵
々
。

(
「
学
校
時
代
の
思
ひ
出
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号
。

昭
和
十
五
年
十
月
）

こ
の
回
想
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
も
作
文
の
出
題
が
あ
り
、
そ
れ

は
「
人
ノ
画
ヲ
問
フ
ニ
答
フ
ル
害
」
と
い
う
題
で
作
文
せ
よ
と
い
う
問
題
で
、
絵
画
に

つ
い
て
の
認
識
と
作
文
力
を
試
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
左
記
は
そ
の
答
案
の
一

部
で
あ
る
（
頭
の
数
字
は
採
点
数
）
。

。。或人
ノ
曰
ク
盟
ハ
文
ノ
及
ハ
サ
ル
所
ヲ
補
フ
モ
ノ
ナ
リ
故
二
事
物
ノ
真
ヲ
写
ス
ヲ

以
テ
主
ト
ナ
ス
荀
モ
其
真
二
非
サ
ル
モ
ノ
是
ヲ
避
ト
イ
フ

7
ヲ
得
ス
ト
実
用
ノ
貼
ョ

リ
論
ス
レ
ハ
誠
二
然
リ
然
レ
圧
此
ハ
是
レ
写
真
ノ
ミ
美
術
ニ
ハ
非
サ
ル
也
モ
シ
或
人

ノ
説
ノ
如
ク

ハ
眼
目
ノ
及
ハ
サ
ル
所
ハ
之
ヲ
写
ス
ヲ
得
ス
其
範
囲
極
メ
テ
狭
小
ナ
リ

吉
岡
九
八
郎

70

人
ノ
画
ヲ
問
フ
―
ー
答
ル
害

々 ト
イ
フ
ヘ

シ
美
術
ト
シ
テ
ハ

則
チ
然
ラ
ス
想
像
ノ
及
フ
所
風
伯
之
ヲ
盤
ク

1
ヲ
得
雨

師
之
ヲ
盟
ク

1
ヲ
得
完
備
七
ル
美
人
奇
絶
ナ
ル
山
水
物
ト
シ
テ
盟
ク
可
カ
ラ
サ
ル
ナ

シ
而
シ
テ
之
ヲ
作
ル
者
固
ョ
リ
娯
ム
之
ヲ
観
ル
者
亦
楽
ム
故
ニ
ソ
ノ
高
尚
優
美
ナ
ル

〔
妄
か
〕
〔
ア
ク
〕

モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
能
ク
人
心
ヲ
柔
ラ
ケ
テ

□
二
格
ラ
サ
ラ
シ
ム
証
ノ
徳
亦
大
ナ

ル
哉
此
二
因
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
甕
ハ
娯
楽
ノ
黙
ョ
リ
見
ル
モ
実
用
ノ
貼
ョ
リ
論
ス
ル
モ

人
生
必
ス
当
二
学
フ
ヘ
キ
ノ
技
ナ
リ
某
力
素
論
如
此
今
足
下
某
二
問
フ
ニ

t
事
ヲ
以

テ
ス
因
テ
之
ヲ
以
テ
苔
フ
若
シ
謬
見
ア
ラ
ハ
幸
二
垂
教
ヲ
吝
ム

1
勿
レ
某
頓
首
再
拝

70

人
ノ
画
ヲ
問

フ
ニ
答
フ
ル
文

天
光
威
ヲ
退
フ
シ
午
睡
終
日
忽
チ
夢
破
ル

、
ノ
際
雲
翰
郵
使
ヲ
煩
シ
余
ノ
消
光
ヲ

問
ヒ
併
テ
和
洋
画
ノ
如
何
以
テ
ス
ル
ノ
榮
ヲ
局
フ
ス
余
ヤ
識
浅
ク
術
二
拙
ク
営
二
兄

〔
枝
か
〕
〔
兎
か
[
i

之
問
二
甘
ジ
テ
拝
復
ス
常
時
思
フ
ー
技
ノ
免
毛
能
ク
天
地
ノ
物
尿
ヲ
寓
シ
山
岳

為
メ
ニ
高
壮
河
海
為
メ
ニ
深
遠
月
白
キ
ヲ
党
ェ
風
ノ
清
キ
ヲ
知
ル
揮
痣
ノ
間
自
ッ
カ

ラ
体
ヲ
見
ハ
ス
其
法
ノ
雅
致
ニ
シ
テ
風
韻
ア
ル
世
界
未
ダ
其
類
ヲ
見
サ
ル
ナ
リ
是
レ

我
美
術
国
ノ
長
ス
ル
所
大
小
遺
ス
ナ
ク
長
短
瀬
サ
ズ
其
箕
ヲ
描
ク
笑
ェ
バ
為
メ
ニ
笑

ヒ
怒
レ
バ
為
メ
ニ
怒
ル
描
ヒ
テ
以
テ
員
二
逼
ル
洋
画
ノ
妙
ヲ
得
ル
所
而
シ
テ
其
雅
ニ

乏
シ
キ
素
ョ
リ
知
ル
ペ
キ
ナ
リ
然
リ
ト
呈
モ
事
物
所
二
回
リ
テ
用
ヲ
異
ニ
ス
風
韻
ヲ

愛
ス
ル
ハ
和
画
ニ
シ
テ
傾
二
逼
ル
ノ
切
ナ
ル
ハ
洋
画
ニ
ア
リ
余
ヤ
終
日
長
閑
気
為
メ

〔
歓
力
〕

ニ
倦
ム
願
ハ
ク
駕
ヲ
托
ヶ
テ
柴
門
ヲ
叩
ク
ア
レ
和
洋
ノ
画
以
テ
評
ヲ
加
工
一
ノ
勘
ヲ

催
サ
ソ
ト
ス
且
ッ
過
日
到
ル
所
ノ
瓶
酒
ア
リ
一
杯
ヲ
傾
ヶ
テ
天
光
百
万
ノ
兵
二
抗
シ

午
睡
ノ
魔
思
ヲ
襲
フ
ア
ラ
バ
其
妙
ナ
ル
和
筆
画
ノ
雅
精
モ
遠
ク
及
バ
サ
ル
所
ナ
リ
云

明
治
廿
二
年
九
月
九
日
試
業
答
案

作
文

板
谷
嘉
七
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同 雇 雇 屈 出 兼 庶書 会 庶兼 幹 雇 校

同 ム工 教 教 張 勤 幹美
長

科 員
計

事術
事

用 教 務 務書
計 図 場 営 主

事 務

画
膳
場 務取

取
模 贔掛 写 掛 掛 掛 掛記 任 掛記 事 扱

日
贔
月 月 同 文

［ 
文

農`
闘ヽ目 『

兼文
給 俸 俸 部 部 元部

省 属

雇』扱
麟金 金 金 金 雇 七 判

魯得判魯 贋物等四
喜拾 弐 等

魯 誓弐 拾 拾 館上 月
銭 円 円 円 五 五三 罪 俸 贔

等 等等 銀 隷貨
五

可百円
等

東 同 東 京 東 香 富 大 東 東 米 兵

京 尽． 都 京 JII 山 坂 凩． 京 庫

府 府 府 府 県 示阻 府 府 府 国 県

士 平 平 平 士 士 士 士 平 士

族 民 民 民 族 族 族 族 民 人 族

糟 芹トL』 安 中 佐 長 平 安 今 岡 フエ 浜
々 • Iレ

屋 藤 島 木 尾 尾 井 泉 倉 フネ 尾
ェス

正 恒 為 末 景 槙 吉 雄 覚 ノト

盃
ロ ・

通 吉 治 員 延 匡 作 サエ 新

職

員

大
兄
余
ノ
画
ヲ
學
プ
ニ
就
キ
懇
切
ノ
忠
言
ヲ
賜
ヒ
ヌ
画
ヲ
問
ハ
ル
余
不
肖
卜
呈
イ

サ
、
力
所
志
ア
リ
試

二
左

ニ
―
言

シ
並
二
貴
需
二
應
ゼ
ン
夫
一
国
ニ
シ
テ
縮
画
等
美

術
ナ
キ
時
ハ
如
何
二
學
藝
道
徳
旺
盛
ナ
ル
モ
其
国
民
ヤ
狡
猾
或
ハ
晒
野
ナ
リ
既
二
国

民
ニ
シ
テ
猾
又
ハ
野
ニ
シ
テ
優
美

ノ
思
想
ナ
ケ
レ
バ
其
国
ャ
文
明
国
卜
謂
ヲ
得
ス
国

民
二
優
美
ノ
思
想
ヲ
決
治
セ
シ
ム
ル
ハ

美
術
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
美
術
ノ
本
ハ
紺

画
ニ
ア
リ
是
余
ノ
箱
画
ヲ
學
バ
ソ
ト
ス

ル
所
ナ

リ
大
兄
曰
ク
何
ゾ
西
洋
画
ヲ
學
バ
ザ

ル
ト
余
ノ
西
洋
画
ヲ
棄
テ
日
本
画
ヲ
學
バ
ン
ト
ス
ル
ハ
仰
故
ア
ル
ナ
リ
西
洋
画
モ
亦

一
種
ノ
特
虞
ァ
ル
た
要
ス
ル
ニ

実
物
模
窟
ニ
ノ
ミ
馳
セ
テ
醜
陸
ヲ
顧
ズ
之
二
反
シ
テ

5

職
員
等

メ
之
ヲ
以
テ
騒
慢
ナ
ル
外
人
ヲ
凌
駕
セ
ン

7
ヲ

願

フ

者

ナ

リ

拝
具

安
藤
時
蔵

日
本
画
ハ

実
物
ヲ
離
レ
其
精
神
ヲ
窯
ス
學
理
上
所
謂
形
而
上
ノ
美

ヲ
含
ム
是
ヲ
以
テ

近
来
外
国
人
ノ
賞
笠
措
カ
ズ
シ
テ
亦
外
人
ノ
企
テ
及
バ
ザ
ル
所

ナ
リ
故
二
余
ハ
鋭
意

日
本
画
ヲ
學
ビ
之
ヲ
我
国
粋
ト
シ
之
ヲ
以
テ
我
国
ヲ
完
全
ナ
ル
文
明
ノ
域
二
進
マ
シ

明
治
二
十
二
年
末
現
員
表
（
「
東
京
美
術
学
校
現
員
表
謁
匹
琵
正
十
」
に
よ
る
。
）
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幾

何

画

法

第
一
高
等
中
学
校
教
諭

奏
任
官
三
等

東

京

府

士

族

／」ヽ

島

憲

之

嘱託教員

同 同 同 雇 兼 喜 同 同 同 同 教 雇
勤 諭

絵 彫 絵 彫 論 美美
漢 絵 彫 同 絵 歴和
美古

術
術物

画 刻 画 刻 文 史学 画 刻 画 史文 史学

兼月 月 同 月 文
兼害文部奏任官

同 同 同， ， 〗、鷹東俸 俸 俸 部
京 省記属

省は盲金 金 金 屈
判任官判任官五等

五
唖拾 靡 参 等 等 雇扱

麟 拾
円 五

等四三等年俸 孟 孟
月

雇 円 俸
弐 五 農百 百 百
円 円 五 五

拾 百
円 円

同 同 東 東 香 東 京 同 東 東 東 米

京 京 JII 京 都 京 京 凩． 

府 府 県 府 府 府 府 府 国

平 士 士 士 平 乎 士 平

民 族 族 族 民 民 族 民 人

結 竹 狩 藤 長 今 巨 高 JI I 橋 黒文 フエ
学 • Iレ

城 内 野 田 尾 泉 勢 村 端 本 川博 フネ
士 ェス

正 兼 友 文 槙 雄 I」ヽ 幸 玉 雅 真 ノト

五 太 ロ ・

明 郎 信 蔵 郎 作 石 吉 章 邦 頼 サニ

教

員
教

科

用

絵

画

取

調

手
当
一
ヶ
年
金
百
弐
拾
円

帝
国
博
物
館

m出
祀
判
任
官
九
等

愛

知

県

士

族

川

崎

千

虎

嘱
託
員
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一

月

六

日 金
弐
拾
五
銭

金
弐
拾
七
銭

金
弐
拾
五
銭

金
弐
拾
五
銭

金
弐
拾
弐
銭

東
京
美
術
学
校
生
徒
現
員
表

合

計

第

一

年

第

二

年

第

三

年

入

学

卒

業

退

学

死

亡

．

給
費
―
自
費

生

一

普

通

科

―

二

七

＿

＿

＿

＿

二

七

＿

六

二

＿

一

八

＿

徒

ー
専
修
科

[
¥
L
¥＼
＼

L¥¥＼
¥
＼
＼

L¥L¥-＼

な
お
、
年
報
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
本
年
中
の
職
員
辞
令
関
係
事
項
を
「
職
員
辞
令

メ
モ
」
よ
り
抜
粋
し
て
左
に
掲
げ
て
お
く
。

二

月

九

日

類
同 同 同 同 日

給

別

シ
待
遇
セ
ラ
ル

東
京
府
士
族
関
思
聰
ヲ
写
字
生
二
採
用
シ
日
給
二
十
五
箋
ヲ
給
ス

文
部
省
雇
兼
宮
内
省
雇
本
校
教
員
米
國
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
勅
任
二
準

同

人

小

使

同

同 同

（
明
治
廿
二
年
十
二
月
末
日
調
）

実
技
試
験
の
み
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
甲
組
に
編
入
さ
れ
た
九

名
は
塩
沢
峰
吉
、
関
保
之
助
、
高
屋
徳
次
郎
、
岡
吉
寿
、
鵜
殿
清
、
下
村
晴
一
＿
一
郎
、
岡

本
勝
元
ら
（
他
二
名
の
氏
名
未
詳
）
で
あ
り
、
乙
組
三
十
二
名
は
横
山
秀
麿
、
白
井
保

次
郎
、
江
中
万
造
、
小
山
富
造
、
白
鳥
駒
吉
、
内
海
広
精
、
石
川
準
礼
、
渡
部
織
衛
、

6

臨
時
試
験

十
二
日

十
一
月
十
七
日

十
二
月
廿
四
日

九
月
廿
六
日

五
月
十
六
日

同 校

丁

四

月

八

日

写
字
生

一
人

十
日

本
校
会
計
主
任
（
文
部
属
）
鳥
羽
聖
敬
非
職
ヲ
命
七
ラ
レ
（
下
略
）

展
加
納
光
太
郎
（
号
鉄
哉
）
病
気
ノ
故
ヲ
以
テ
願
二
依
リ
雇
ヲ
免

セ
ラ
ル

幹
事
岡
倉
覚
三
帝
國
博
物
館
理
事
二
兼
任
、
ソ
高
等
官
四
等
二
叙
・
ソ

美術部長ヲ命ゼラル

文部古記官青木保本校長事務取扱濱尾新不在中ノ代理ヲ

命セラル

本校古記（文部属）今泉雄作判任官―――等二隆叙セラル

雇藤田文蔵京都東山清水植田楽齋ノ依頼ヲ受ヶ故西郷隆

盛銅像建設二従事シタキ旨ヲ以テ向一ヶ年間請暇願出ヲ

許可七ラル（但俸給支給セス）

教論高村光雲第三回内國勧業博覧会審査官被仰付
理 数 理

科
化

数

呂子 A 子 A 子
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斎
藤
近
昌
（
他
二
十
三
名
は
未
詳
）
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

関

連

事

項

①

草
創
期
の
逸
話

〔
板
谷
波
山
の
回
顧
談
〕

私
は
今
晩
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら
學
校
の
起
源
と
云
ふ
や
う
な
御
話
か
ら
諸
先

生
の
い
ろ
／
＼
御
人
格
に
就
て
大
層
有
盆
な
る
御
話
を
御
聞
き
し
ま
し
て
、
非

常
に
愉
快
且
つ
喜
ん
で
居
り
ま
す
が
、
私
に
も
何
か
話
を
し
ろ
と
云
ふ
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。
相
裳
皆
様
よ
り
表
面
の
御
話
を
御
聞
き
し
ま
し
た
か
ら
少
し
く

向
を
愛
へ
て
自
分
の
知
つ
て
い
る
限
り
で
内
側
の
方
、
裏
側
の
方
か
ら
見
た
逸

話
と
云
ふ
事
で
御
話
を
致
す
事
に
し
ま
す
。
又
柔
か
い
方
か
ら
見
る
と
云
ふ
こ

と
も
―
つ
の
観
方
と
思
ひ
ま
す
し
、
又
面
白
い
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。

丁
度
私
は
二
十
二
年
の
九
月
に
學
校
に
入
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
先
刻
御
話

が
あ
っ
た
や
う
に
美
術
學
校
と
云
ふ
も
の
は
何
を
す
る
所
か
知
ら
な
か
っ
た
位

で
、
學
校
の
制
服
を
見
て
神
主
の
學
校
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
。
吾
々
が
入
っ

た
時
に
、
大
正
天
皇
の
立
皇
太
子
式
が
あ
り
ま
し
て
、
官
立
學
校
へ
入
っ
て
居

る
の
で
、
生
徒
は
制
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
新
入
生
徒
等
は
ど
ん
な
物
が

出
来
る
か
と
喜
ん
で
ゐ
た
所
が
紳
主
の
着
る
や
う
な
物
が
来
た
の
で
、
曾
て
聞

た
神
主
學
校
と
云
ふ
も
の
は
是
だ
な
と
思
っ
て
、
中
に
は
斯
ん
な
着
物
を
着
せ

ら
れ
る
な
ら
退
學
し
て
仕
舞
ふ
と
云
ふ
こ
と
で
着
物
で
か
な
り
校
長
の
所
に
押

掛
け
て
行
っ
て
揉
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
愈
々
錦
の
御
旗
を
立

て
4

宮
城
の
前
に
行
っ
て
萬
歳
を
唱
へ
て
非
常
に
世
の
注
意
を
引
い
て
蹄
つ
て

来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

其
時
に
丁
度
校
長
は
濱
尾
男
爵
で
其
次
に
岡
倉
先
生
。
彫
刻
科
の
先
生
に
は

高
村
、
竹
内
、
石
川
、
山
田
、
助
教
授
の
林
、
雇
の
先
生
に
は
後
藤
、
藤
田
文

蔵
、
新
海
、

米
原
、
山
本
〔
本
山

（白
雲。

波
山
と
同
期
）
の
誤
り
か
。
波
山
の
在

校
当
時
、
新
海
（
竹
太
郎
）
、
米
原
（
震
海
）
、
本
山
白
雲
は
本
校
の
雇
で
は
な
く
依
嘱
銅

像
製
作
の
助
手
で
あ

っ
た
〕
の
諸
先
生
、

其
以
前
に
加
納
鉄
哉
先
生
も
入
っ
て
居

っ
た
の
で
す
が
、
私
の
入
っ
た
時
分
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
學
課
の
先
生
に

は
上
原
、
黒
川
博
士
、
今
泉
先
生
、
籍
甕
の
先
生
は
橋
本
、
川
端
、
巨
勢
、
狩

野
、
結
城
正
明
先
生
、
雇
の
櫻
井
先
生
は
非
常
に
酒
を
飲
む
の
で
酒
呑
童
子
と

云
つ
て
居
つ
た
。
そ
れ
か
ら
三
代
廣
重
〔
安
藤
広
近
〕
、
金
工
科
に
は
海
野
先

生
、
錨
金
科
に
岡
崎
先
生
、
大
島
先
生
、
此
方
は
蛾
型
の
先
生
で
、
彫
刻
科
に

蛾
型
を
教
へ
に
毎
週
二
時
間
づ
A

私
共
に
稽
古
を
附
け
ら
れ
て
居
つ
た
方
で
あ

り
ま
す
。
漆
工
科
に
小
川
松
民
先
生
、
橋
本
市
造
〔
市
蔵
〕
先
生
、
伊
東
乾
谷

先
生
。
ど
う
も
髪
つ
た
學
校
で
、
創
設
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
い
ろ

／
＼
奉
職
し
て
居
つ
た
先
生
も
皆
嬰
つ
て
居
り
、
生
徒
も
愛
つ
て
居
り
ま
し

た
。
私
共
入
っ
た
時
は
學
校
が
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
學
校
か
知
ら
な
か
っ
た
。

マ
マ

錨
物
を
す
る
と
云
ふ
と
、
九
段
の
遊
就
館
に
あ
る
象
嵌
の
あ
る
大
砲
、
鐵
砲
、

ぁ
A
云
ふ
の
を
造
る
の
だ
ろ
う
か
ら
自
分
等
も
一
っ
立
派
な
も
の
を
造
つ
て
見

た
い
と
思
っ
て
入
っ
た
と
云
ふ
人
も
あ
っ
た
位
で
、
話
し
て
見
る
と
随
分
滑
稽

な
望
で
入
っ
て
来
た
者
も
居
た
。

岡
倉
先
生
は
例
の
愛
っ
た
性
癖
の
持
主
で
有
り
ま
し
た
。
海
豹
の
天
乎
靴
を

穿
き
ま
し
て
、
馬
は
日
本
種
の
馬
で
な
く
て
は
い
か
ぬ
と
云
ふ
の
で
南
部
か
ら

日
本
種
の
馬
を
取
寄
せ
て
、
令
弟
さ
ん
が
朝
鮮
に
参
つ
て
居
ら
れ
ま
し
た
の
で

あ
ち
ら
か
ら
取
寄
せ
た
朝
鮮
の
鐙
を
附
け
て
、
紫
の
房
を
附
け
た
黒
塗
の
鞍
で

馬
に
乗
っ
て
、
笠
は

丁
度
東
披
や
杜
子
美
の
箱
に
あ
る
様
な
の
で
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
或
人
が
馬
上
の
鍾
埴
だ
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
を
批
評
し
た
人
が
あ
り
ま

し
た
が
、
さ
う
云
ふ
風
で
、
私
共
或
時
に
向
島
の
櫻
を
見
や
う
と
云
ふ
の
で
鐘

ヶ
淵
の
方
か
ら
櫻
を
見
な
が
ら
蹄
つ
て
来
ま
す
と
、
異
様
な
風
俗
で
馬
に
乗
っ
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